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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 野 球 又 は ソ フ ト ボ ー ル 用 の 打 撃 練 習 用 具 で あ っ て 、
　 棒 状 部 材 と 、
　 前 記 棒 状 部 材 の 一 端 側 に 設 け ら れ た グ リ ッ プ エ ン ド と 、
　 ボ ー ル を 弾 き 返 す た め に 前 記 棒 状 部 材 の 他 端 側 の 側 面 か ら 突 出 し た 打 球 面 と 、
を 備 え 、
前 記 打 球 面 を 構 成 す る 部 材 は 、 前 記 棒 状 部 材 よ り も 大 き な 半 径 を 有 す る 略 円 筒 の 外 周 面 の  
一 部 に 相 当 す る 瓦 形 状 を 有 し 、 前 記 瓦 形 状 の 内 面 側 が 前 記 棒 状 部 材 の 側 面 に 接 合 さ れ て お  
り 、
　 前 記 打 球 面 の 円 周 方 向 の 長 さ 、 及 び 、 軸 方 向 の 長 さ は 、 野 球 又 は ソ フ ト ボ ー ル 用 の ボ ー  
ル １ ～ ２ 個 分 の 長 さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 打 撃 練 習 用 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 打 球 面 は 、 前 記 棒 状 部 材 を 通 常 の バ ッ ト と 仮 定 し た 場 合 の 真 芯 付 近 に 相 当 す る 側 面  
か ら 突 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 打 撃 練 習 用 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 グ リ ッ プ エ ン ド は 、 前 記 棒 状 部 材 の 一 端 側 か ら 着 脱 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請  
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 打 撃 練 習 用 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】

請求項の数　3　（全7頁）
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 野 球 又 は ソ フ ト ボ ー ル 用 の 打 撃 練 習 用 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 野 球 又 は ソ フ ト ボ ー ル 用 の ボ ー ル の 芯 を バ ッ ト の 芯 で 叩 く ト レ ー ニ ン グ を す  
る た め に 、 打 撃 面 の 面 積 を 少 な く し た 打 撃 用 練 習 用 具 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文  
献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ １ ９ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 打 球 の 飛 距 離 を 伸 ば す た め に は 、 ボ ー ル の 芯 を バ ッ ト の 芯 で 叩 く と い う  
観 点 だ け で は な く 、 様 々 な 観 点 を 考 慮 し て ボ ー ル を 捉 え る 練 習 を 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 野 球 又 は ソ フ ト ボ ー ル の 打 球 の 飛 距 離 を 伸 ば す た め の 打 撃 練 習 用 具  
を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 野 球 又 は ソ フ ト ボ ー ル 用 の 打 撃 練 習 用 具 で あ っ  
て 、 棒 状 部 材 と 、 前 記 棒 状 部 材 の 一 端 側 に 設 け ら れ た グ リ ッ プ エ ン ド と 、 前 記 棒 状 部 材 の  
他 端 側 の 側 面 か ら 突 出 し た 打 球 面 と 、 を 備 え 、 前 記 打 球 面 は 、 前 記 棒 状 部 材 を 中 心 と し た  
略 円 筒 の 外 周 面 の 少 な く と も 一 部 に 相 当 す る 形 状 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 打 撃 練 習  
用 具 を 提 供 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 グ リ ッ プ エ ン ド 側 よ り も 他 端 （ ヘ ッ ド ） 側 の 方 が 遥 か に 大 き  
な 重 量 を 有 す る こ と と な る の で 、 遠 心 力 を よ り 体 感 で き る 構 造 と な っ て い る 。 従 っ て 、 打  
撃 練 習 用 具 を 用 い る こ と で 、 ド ア ス イ ン グ と な ら な い た め の フ ォ ー ム 、 筋 力 、 意 識 を 身 に  
つ け る た め の 練 習 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 打 球 面 が 円 筒 の 外 周 面 の 少 な く と も 一  
部 に 相 当 す る 形 状 を 有 し て い る 、 す な わ ち 、 通 常 の バ ッ ト と 同 様 の 円 周 面 を 有 し て い る の  
で 、 よ り 実 践 に 近 い 感 覚 で 練 習 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 打 球 面 は 、 前 記 略 円 筒 を 軸 方 向 に 割 っ た 形 状 を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 通 常 の バ ッ ト と 異 な り 、 ボ ー ル と 当 た る （ ボ ー ル に 回 転 を 与  
え ら れ る ） こ と が 可 能 な 円 周 方 向 に お け る 面 （ 打 球 面 ） が 限 ら れ て い る た め 、 手 首 を 返 す  
適 切 な タ イ ミ ン グ を 学 ぶ こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 打 球 面 は 、 前 記 棒 状 部 材 を 通 常 の バ ッ ト と 仮 定 し た 場 合 の 真 芯 付 近 に 相 当 す る 側  
面 か ら 突 出 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 バ ッ ト を 握 っ た 両 手 か ら 真 芯 （ 打 球 面 ） ま で の 間 の 距 離 を 体  
感 し や す く な る の で 、 当 該 距 離 を 把 握 す る た め の 空 間 把 握 力 を 養 い 、 ボ ー ル を バ ッ ト の 真  
芯 で 捉 え る 命 中 率 を 向 上 さ せ る た め の 練 習 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 グ リ ッ プ エ ン ド は 、 前 記 棒 状 部 材 の 一 端 側 か ら 着 脱 可 能 で あ る こ と が 好 ま し  
い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 様 々 な サ イ ズ 及 び 形 状 の グ リ ッ プ エ ン ド に 交 換 す る こ と が で  
き る の で 、 例 え ば 、 通 常 の バ ッ ト の グ リ ッ プ エ ン ド よ り も 小 さ い グ リ ッ プ エ ン ド を 装 着 す  
る こ と で 、 打 撃 に お い て 重 要 な 手 の 小 指 に 対 す る 意 識 を 強 く さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 打 撃 練 習 用 具 に よ れ ば 、 野 球 又 は ソ フ ト ボ ー ル の 打 球 の 飛 距 離 を 伸 ば す た め の  
打 撃 練 習 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 打 撃 練 習 用 具 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 打 撃 練 習 用 具 の 平 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 打 撃 練 習 用 具 の 分 解 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 打 球 面 の 説 明 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 打 撃 練 習 用 具 １ に つ い て 、 図 １ － 図 ４ を 参 照 し て 説 明  
す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 打 撃 練 習 用 具 １ は 、 野 球 又 は ソ フ ト ボ ー ル の 打 球 の 飛 距 離 を 伸 ば す た め の 打 撃 練 習 を 行  
う た め の も の で あ り 、 図 １ － 図 ４ に 示 す よ う に 、 棒 状 部 材 ２ と 、 グ リ ッ プ エ ン ド ３ と 、 打  
球 面 ４ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 棒 状 部 材 ２ と し て 、 通 常 の バ ッ ト と 同 程 度 の 長 さ 、 及 び 、 通 常 の バ  
ッ ト の グ リ ッ プ と 同 程 度 の 太 さ を 有 す る 筒 状 金 属 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 グ リ ッ プ エ ン ド ３ は 、 棒 状 部 材 ２ の 一 端 側 に 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ３  
に 示 す よ う に 、 グ リ ッ プ エ ン ド ３ は 、 棒 状 部 材 ２ の 一 端 側 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い  
る 。 例 え ば 、 棒 状 部 材 ２ の 一 端 側 の 内 面 、 及 び 、 グ リ ッ プ エ ン ド ３ の 外 面 に 互 い に 螺 合 す  
る ネ ジ を 形 成 す る こ と で 着 脱 可 能 と す る 構 成 等 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 打 球 面 ４ は 、 図 １ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 棒 状 部 材 ２ を 中 心 と し た 略 円 筒 （ バ ッ ト の 打  
撃 部 分 に 対 応 ） の 外 周 面 の 少 な く と も 一 部 に 相 当 す る 形 状 を 有 し て お り 、 棒 状 部 材 ２ の 他  
端 側 の 側 面 か ら 突 出 し て い る 。 詳 細 に は 、 棒 状 部 材 ２ を 通 常 の バ ッ ト と 仮 定 し た 場 合 の 真  
芯 （ バ ッ ト の 先 端 か ら 約 １ ７ ｃ ｍ の 地 点 ） 付 近 に 相 当 す る 側 面 か ら 突 出 し て い る 。 本 実 施  
の 形 態 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 打 球 面 ４ は 、 円 筒 を 軸 方 向 に 割 っ た 形 状 （ 瓦 形 状 ） を 有  
し て お り 、 打 球 面 ４ の 内 面 側 が 棒 状 部 材 ２ の 側 面 に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 打 球 面 ４ の 面 積 （ 円 周 方 向 の 長 さ 、 及 び 、 軸 方 向 の 長 さ ） は 、 ユ ー ザ の レ ベ ル に 応 じ て  
適 宜 設 定 す れ ば よ い が 、 円 周 方 向 の 長 さ 、 軸 方 向 の 長 さ 共 に 、 ボ ー ル １ ～ ２ 個 分 の 長 さ で  
あ る こ と が 好 ま し い （ 野 球 の 硬 式 球 の 場 合 、 直 径 は ７ ２ ． ９ ｍ ｍ － ７ ４ ． ８ ｍ ｍ と 規 定 さ  
れ て い る ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 下 、 打 撃 練 習 用 具 １ の 一 端 側 を 握 り 、 打 球 面 ４ に ボ ー ル を 当 て る よ う  
に ス イ ン グ す る こ と で 、 打 球 の 飛 距 離 を 伸 ば す た め の 打 撃 練 習 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 打 撃 の 際 に は 、 バ ッ ト の 回 転 に 伴 う 遠 心 力 に 負 け て 大 振 り （ ド ア ス イ ン グ ） に  
な り が ち で あ る た め 、 ド ア ス イ ン グ と な ら な い た め の フ ォ ー ム 、 筋 力 、 意 識 を 身 に つ け る  
こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 打 撃 連 勝 用 具 １ で は 、 上 記 し た 構 成 に よ り 、 グ リ ッ プ エ ン  
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ド ３ 側 よ り も 他 端 （ ヘ ッ ド ） 側 の 方 が 遥 か に 大 き な 重 量 を 有 す る こ と と な る の で 、 遠 心 力  
を よ り 体 感 で き る 構 造 と な っ て い る 。 従 っ て 、 打 撃 練 習 用 具 １ を 用 い る こ と で 、 ド ア ス イ  
ン グ と な ら な い た め の フ ォ ー ム 、 筋 力 、 意 識 を 身 に つ け る た め の 練 習 を 行 う こ と が 可 能 と  
な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 打 球 の 飛 距 離 を 伸 ば す た め に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ボ ー ル Ｘ を 上 昇 さ せ る 方 向  
の 回 転 （ 図 ４ で は 回 転 方 向 Ａ ） を ボ ー ル Ｘ に 対 し て 与 え る こ と が 必 要 と な る 。 こ の 回 転 は  
、 打 撃 の 瞬 間 に 手 首 を 返 す （ 図 ４ で は 、 回 転 方 向 Ｂ ） こ と に よ っ て 与 え る こ と が で き る が  
、 こ の 手 首 を 返 す タ イ ミ ン グ が 早 過 ぎ て も 遅 す ぎ て も 、 ボ ー ル Ｘ に 対 し て 強 い 回 転 を 与 え  
る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 打 球 面 ４ は 、 円 筒 を 軸 方 向 に 割 っ た 形 状 を 有 し て い る 。 こ  
の よ う に 、 通 常 の バ ッ ト と 異 な り 、 ボ ー ル と 当 た る （ ボ ー ル に 回 転 を 与 え ら れ る ） こ と が  
可 能 な 円 周 方 向 に お け る 面 （ 打 球 面 ４ ） が 限 ら れ た 構 造 を 有 し て い る た め 、 手 首 を 返 す 適  
切 な タ イ ミ ン グ を 学 ぶ こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 打 球 面 ４ の 円 周 方 向 の 長 さ は 、 ユ ー ザ の レ ベ ル に 応 じ て 適 宜 設 定 す れ ば よ い が 、  
上 記 し た よ う に 、 ボ ー ル １ ～ ２ 個 分 の 長 さ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 打 撃 に お い て は 、 ボ ー ル を バ ッ ト の 真 芯 で 捉 え る 命 中 率 が 重 要 で あ る が 、 ボ ー ル  
を バ ッ ト の 真 芯 で 捉 え る た め に は 、 バ ッ ト を 握 っ た 両 手 か ら 真 芯 ま で の 間 の 距 離 を 把 握 す  
る た め の 空 間 把 握 力 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 打 撃 練 習 用 具 １ で は 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 棒 状 部  
材 ２ に 対 し て 打 球 面 ４ が 取 り 付 け ら れ た 構 成 を 有 し て お り 、 打 球 面 ４ は 、 棒 状 部 材 ２ を 通  
常 の バ ッ ト と 仮 定 し た 場 合 の 真 芯 付 近 の 側 面 か ら 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 バ ッ ト を 握 っ た 両 手 か ら 真 芯 （ 打 球 面 ４ ） ま で の 間 の 距 離 を 体  
感 し や す く な る の で 、 当 該 距 離 を 把 握 す る た め の 空 間 把 握 力 を 養 い 、 ボ ー ル を バ ッ ト の 真  
芯 で 捉 え る 命 中 率 を 向 上 さ せ る た め の 練 習 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 打 撃 に お い て は 、 機 能 性 を 有 す る 小 指 を 中 心 と し て グ リ ッ プ を 握 る こ と が 重 要 で  
あ る が 、 通 常 の バ ッ ト の 場 合 、 大 き め の グ リ ッ プ エ ン ド に よ っ て 小 指 が 補 助 さ れ る の で 、  
小 指 に 対 す る 意 識 よ り も 人 差 し 指 や 中 指 に 対 す る 意 識 が 強 く な っ て し ま い が ち で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 グ リ ッ プ エ ン ド ３ は 、 棒 状 部 材 ２ の 一 端 側 か ら 着 脱 可 能 な  
構 成 を 有 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 様 々 な サ イ ズ 及 び 形 状 の グ リ ッ プ エ ン ド ３ に  
交 換 す る こ と が で き る の で 、 例 え ば 、 通 常 の バ ッ ト の グ リ ッ プ エ ン ド よ り も 小 さ い グ リ ッ  
プ エ ン ド ３ を 装 着 す る こ と で 、 打 撃 に お い て 重 要 な 手 の 小 指 に 対 す る 意 識 を 強 く さ せ る こ  
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 打 撃 練 習 用 具 １ で は 、 打 球 面 ４ は 、 棒 状 部  
材 ２ を 中 心 と し た 略 円 筒 の 外 周 面 の 少 な く と も 一 部 に 相 当 す る 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば り 、 グ リ ッ プ エ ン ド ３ 側 よ り も 他 端 （ ヘ ッ ド ） 側 の 方 が 遥 か に  
大 き な 重 量 を 有 す る こ と と な る の で 、 遠 心 力 を よ り 体 感 で き る 構 造 と な っ て い る 。 従 っ て  
、 打 撃 練 習 用 具 １ を 用 い る こ と で 、 ド ア ス イ ン グ と な ら な い た め の フ ォ ー ム 、 筋 力 、 意 識  
を 身 に つ け る た め の 練 習 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 打 球 面 ４ が 円 筒 の 外 周 面 の 少 な く と も 一 部 に 相 当 す る 形 状 を 有 し て い る 、 す な わ  
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ち 、 通 常 の バ ッ ト と 同 様 の 円 周 面 を 有 し て い る の で 、 よ り 実 践 に 近 い 感 覚 で 練 習 を 行 う こ  
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 打 撃 練 習 用 具 １ で は 、 打 球 面 ４ は 、 略 円 筒 を 軸 方 向 に 割 っ た  
形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 通 常 の バ ッ ト と 異 な り 、 ボ ー ル と 当 た る （ ボ ー ル に 回 転 を 与  
え ら れ る ） こ と が 可 能 な 円 周 方 向 に お け る 面 （ 打 球 面 ４ ） が 限 ら れ て い る た め 、 手 首 を 返  
す 適 切 な タ イ ミ ン グ を 学 ぶ こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 打 撃 練 習 用 具 １ で は 、 打 球 面 ４ は 、 棒 状 部 材 ２ を 通 常 の バ ッ  
ト と 仮 定 し た 場 合 の 真 芯 付 近 に 相 当 す る 側 面 か ら 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 バ ッ ト を 握 っ た 両 手 か ら 真 芯 （ 打 球 面 ４ ） ま で の 間 の 距 離 を  
体 感 し や す く な る の で 、 当 該 距 離 を 把 握 す る た め の 空 間 把 握 力 を 養 い 、 ボ ー ル を バ ッ ト の  
真 芯 で 捉 え る 命 中 率 を 向 上 さ せ る た め の 練 習 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 打 撃 練 習 用 具 １ で は 、 グ リ ッ プ エ ン ド ３ は 、 棒 状 部 材 ２ の 一  
端 側 か ら 着 脱 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 様 々 な サ イ ズ 及 び 形 状 の グ リ ッ プ エ ン ド ３ に 交 換 す る こ と が  
で き る の で 、 例 え ば 、 通 常 の バ ッ ト の グ リ ッ プ エ ン ド よ り も 小 さ い グ リ ッ プ エ ン ド ３ を 装  
着 す る こ と で 、 打 撃 に お い て 重 要 な 手 の 小 指 に 対 す る 意 識 を 強 く さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 尚 、 本 発 明 の 打 撃 練 習 用 具 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記  
載 し た 範 囲 で 種 々 の 変 形 や 改 良 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 打 球 面 ４ は 、 棒 状 部 材 ２ を 中 心 と し た 略 円 筒 の 外 周 面 の  
一 部 に 相 当 す る 形 状 を 有 し て い た が 、 完 全 な 円 筒 で あ っ て も 、 上 記 し た 効 果 の 一 部 は 得 ら  
れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 打 球 面 ４ は 、 棒 状 部 材 ２ を 通 常 の バ ッ ト と 仮 定 し た 場 合 の  
真 芯 （ バ ッ ト の 先 端 か ら 約 １ ７ ｃ ｍ の 地 点 ） 付 近 に 相 当 す る 側 面 か ら 突 出 し て い た が 、 打  
球 面 ４ が 突 出 す る 側 面 は 必 ず し も 真 芯 付 近 で な く て も よ く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 設 計 変 更 可  
能 で あ る 。 例 え ば 、 ド ア ス イ ン グ の 矯 正 の た め に は 、 打 球 面 ４ を よ り 他 端 側 （ ヘ ッ ド 側 ）  
に 設 け る 構 成 に す る 等 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 打 球 面 ４ の 表 面 を ゴ ム 等 で コ ー テ ィ ン グ し て も よ い 。 こ の 場 合 、 打 球 面 ４ の 劣 化  
や 塗 装 の 剥 が れ を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 ゴ ム 等 の 摩 擦 力 の 高 い 素 材 で コ ー テ  
ィ ン グ す る こ と で 、 ボ ー ル に 適 切 に 回 転 を 与 え ら れ て い る か 否 か を 把 握 し や す く な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 グ リ ッ プ エ ン ド ３ は 、 棒 状 部 材 ２ の 一 端 側 か ら 着 脱 可 能 で  
あ っ た が 、 必 ず し も 着 脱 可 能 で な く て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１       打 撃 練 習 用 具
２       棒 状 部 材
３       グ リ ッ プ エ ン ド
４       打 球 面



10

20

30

40

50

JP 7274200 B2 2023.5.16(6)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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